Kiyoshi’s report

皆さんこんにちは、佐々木清志です。今回は先日１０日（土）と１１日（日）に行っ
たイベントの報告をさせていただきたいと思います。

私たちタスマニアの日本人学生２０名を中心とした(その他アメリカ、香港、タイ)総
勢３１名の留学生グループは、１０日（土）・１１日（日）タスマニア北東部セント
メリーズおよびブルーティアーの森においてに、皆伐とウッドチッピングに反対する
森林保護活動を行いました。

１０日にはセントメリーのEscape Cafeにおいて宮崎駿監督作品「もののけ姫」
（http://www.ntv.co.jp/ghibli/ghibli/）を上映し、集まった多くの地元の方と観
賞することができました。「もののけ姫」は、森林破壊とそれに伴う野生動物・森に
宿る精霊への影響を描いた大作です。私たちはこの映画で描かれるストーリーと、今
タスマニア島各地で起こっている原生林の皆伐との共通点の多さに注目し、またこの
問題への、特に日本人社会での関心を高めるためにこのイベントを企画しました。

同日午後３時半の上演を前に、会場であるEscape Caf&eacute;は私たちとこのイベン
トの為に集まっていただいた地域の方々で満員御礼！最終的には立ち見も出るほどで
した。集まっていただけた方々の年齢層も小学生から年配の方まで幅広く、地域住民
の方のこのイベントへの関心が極めて高いことを物語っていました。また、今回初め
て参加した西村一真君（２１）は「日本で一度見たことがあったけれど、以前は映像
だけを見ていた気がします。今回自然環境保護という視点で見ることで、このフィル
ムのメッセージ性の深さ、特に人間と自然の共存というテーマに気付かされました。
わかっているのにできていないんですよね。」と感想を語ってくれました。

翌日１１日に訪れたThe Blue Tier Forestでは、地元地域の方によって構成され、同
地域での自然環境保護活動を続けている「ブルーティアー友の会（The Friends of 
Blue Tier）」http://www.bluetier.org/　のベースキャンプを訪問しました。私た
ちは２週間かけて、もののけ姫のキャラクター「こだま」（健康な森にだけ住む木の
精霊）人形を１００体以上製作してきており、同地域で皆伐予定地に指定さている
「GC134F」地区の森にこだま人形を置き、こだまの森を再現しました。また、各こだ
ま人形には参加者一人一人によって、「Forest spirits protect this forest.  No 
logging here.（森の精霊が森を守る。皆伐反対）」「森の大切さを伝えていこう」
「save these magnificent forest (この壮大な森を守れ)」などのメッセージが書き
込まれました。彼らがブルーティアーの森を、皆伐から守り続けていくこと信じてい
ます。

また同日、ブルーティアー友の会メンバーのスティーブさんが彼の土地約２ヘクター
ルの森を寄付として私たちにプレゼントしてくれました。（！）ベースキャンプから
徒歩２分ほどのところにあり、苔むした大木が茂る素敵な森です。私たちの森ができ
たことで、「自分達の森を守っていこう」という気持ちもなりました。そしてなによ
り、ブルーティアーの地域のメンバーとして受け入れていただけたということに感動
を覚えました。この森をどう守っていくかがこれからの活動のひとつのポイントに
なってくると思っています。

　今回の私たちの活動は、ブルーティアー友の会のホームページに掲載されていま
す。さらに、ブルーティアーの森に関する詳しい日本語での情報が、ブルーティアー
友の会のホームページに掲載されています。興味のあるかたは、トップページ左側の
「日本語はこちら」からジャンプしてみてください。

今回のイベントに対する、タスマニアの地元メディアの関心も非常に高いものがあり
ました。
１１日（日）の午後６時からは地元テレビ局サザンクロスタスマニアのSouthern 
Cross Nightly Newsで取り上げられ、「日本人学生のグループはタスマニアのウッド
チップ貿易に関する認識を日本へ伝えるため、反対キャンペーンに参加した。ブルー
ティアーの森における皆伐反対運動は、国際的注目を集めている。」と報道しまし
た。
（Southern Cross Broadcastingホームページ
http://www.southerncrossbroadcasting.com.au/index.asp?pagename=tv.htm#sctv）

　また地元紙マーキュリーは１２日（月）に「Japansese students’ forest 
protest(日本人学生の森林保護活動)」として私たちのイベントを記事にしていま
す。以下は記事を日本語に翻訳したものです。
『タスマニアの日本人学生２０人が、タスマニアにおける原生林の完全伐採とウッド
チッピングに対する抗議に立ち上がった。
土曜日、グループはセントメリーにおいてアカデミー賞受賞監督宮崎駿の作品「もの
のけ姫」を上映した。この映画は古代の森の破壊と森の聖霊・野生動物への影響を描
いている。また学生らは昨日、ブルーティアーにある伐採予定地クリスタルヒルを訪
れ、木の精霊「こだま」を象徴する手作りの人形100体を設置した。
日本人学生、佐々木清志さんはスティックスバレーとブルーティアーの森を訪れた時
の衝撃を振り返った。「タスマニアにくる前は日本の製紙会社がタスマニアの美しい
森から作られたウッドチップを購入しているなんてことは知りませんでした。」
「日本人は日本にある森に対して細心の注意を払っているにもかかわらず、タスマニ
アでの現状に気づいていません。」
「私たちは映画とタスマニアでの現状の共通点の多さに驚きました。そしてブルー
ティアーの森を守るためにこだまをつくり、日本における認識を高めることを決めま
した。」
　学生たちは宮崎駿に彼らの抗議活動のドキュメンタリーを送ることを計画してい
る。（訳：田川祥子）』
The Mercury ホームページhttp://www.themercury.news.com.au/

タスマニアの天然林で伐採される木材の約８０～９０％は小さい木のかけら（ウッド
チップ）に加工された後、日本へ輸出され、私たちが普段使っている紙製品の原材料
として使用されています。その過程で行われる皆伐は、地域の生態系に強烈なインパ
クトを与え、多くの野生動物を絶滅の危機に追いやっています。また今回私たちが訪
れたブルーティアーの森は、地域の水源地としての役割が注目されているエリアでも
あり、皆伐にともなう土壌の変化も懸念されています。皆伐に対する関心は地元タス
マニアでは非常に高いのですが、私たちタスマニアに住む日本人の間では、こういっ
た現状に対する認識が低いと感じています。今回のイベントを通して、少しでも認識
が高まれば幸いと思っています。また、このイベントは今回で終わるものではなく、
これからも継続的に開催していくものです。もし興味を持たれた方がいらっしゃれば
ご連絡ください。　
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